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Ⅰ 問題と目的 

Pictorial Representation of Illness and Self Measure（PRISM）は、Büchi et al.（1998）によって開発さ

図 1  PRISM実施の様子 1） 
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れたアセスメントツールである。PRISM原法（Büchi & Sensky, 1999）では、右下に直径 7 cmの黄色の円

盤が固定された A4 サイズの白い金属ボードを使用し、ボードが現在の自分の生活を、円盤が「自己（Self）」

を表していると想像するように教示する。その後、磁石がついた直径 5 cmの「病気（Illness）」（注１）を表す赤

色の円盤を渡し、現時点の生活の中で「病気」の円盤をどこに置くか尋ねる。自己と病気、2つの円盤の中心

間の距離は、Self-Illness Separation（SIS）と呼ばれている（図 1）。SISが小さいほどその人の病気による苦

しみが大きいとされ、SIS は病気による痛みや抑うつなど様々な質問紙尺度との相関が認められている

（Sensky & Büchi , 2016）。当初身体疾患に対する精神的苦痛をアセスメントするために開発されたPRISM

であるが、以降精神疾患や対人関係、仕事等、生活における重要な要素と自己の関連を測る変法も開発され、

様々な心理的様相を捉えるための応用が試みられている（大江ら, 2021）。 

先行研究で、PRISMのレビュー論文は 2本ある。Sensky & Büchi（2016）は、PRISMを使用した論文の

系統的レビューを実施し、複数の PRISM の変法を提示した上で、変法の種類にかかわらず、PRISM がどの

ように機能するかについて、一般的な概念化を目的として研究を行なった。また大江ら（2021）は、①PRISM

開発初期の論文の紹介、②最近 10年間の海外の関連論文において、PRISMがどのようなテーマ・尺度ととも

に論じられてきたか、③日本国内でのPRISM研究の流れについて概説している。その上で急性ストレス障害

患者の事例を提示して、「SISの変化は、面接時の回復に関する治療者の実感と比較的合致」していたことや、

心的外傷体験との距離を直接測定するため、心的外傷体験以外のストレッサーの影響を受けにくいという利点

について指摘し、「PRISMの最大の特徴として、トラウマのような通常尋ねることが相手の心理的侵襲につな

がりかねない事柄についても比較的回答が容易である」とまとめている。 

PRISMは、SIS等の数量的な情報を得られるだけではなく、富岡（2008）が「新しい投影法」としてPRISM

を提示しているように、臨床心理面接での有用性についても指摘されている。一方で、先に示したレビュー論

文も含め、先行研究では SIS等の数量的な指標についての議論が中心で、臨床的な有用性については各論文に

おける断片的な記述にとどまり、体系的にまとめた論文は見当たらない。また、先の Sensky & Büchi（2016）

はPRISMの一般的な概念化を目的とした研究であったが、各変法の用いられ方やアセスメントの対象は異な

るため、臨床的有用性も変法ごとに異なると考えられる。 

そこで本研究は、PRISMの臨床的有用性を明らかにすることを目的にレビューを行う。そのため第 1に、

PRISM とその変法の独自性に着目し、各変法の特徴をレビューしてそれぞれに固有の有用性について考察す

る。そして第 2に、PRISMの臨床的有用性に関する指摘を先行研究の記述から抽出し整理する。技法の有用

性について議論するためには、髙橋（2022）が「新しく創出する技法は、より有用なのか、何らかの相違する

側面が見られるのか、その技法はより治療的に使用できるのか、臨床的なのか」考える必要があると述べてい

るように、他の技法との比較検討を行うことが重要だと考えられる。そこで本研究では、心的イメージを視覚

的に表現できるという共通点をもつ描画法との比較を通して、PRISM の特徴や臨床的有用性について提示す

ることを目指す。 

 

Ⅱ. 方法 

検索は、2024年 6月 15日に実施した。文献検索のデータベースは、CiNii、PubMed、Web of Scienceの

3 つを用いた。当該の PRISM に関連する論文のみを抽出するため、CiNii の検索ワードは、「Pictorial 
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Representation of Illness and Self Measure」「PRISM+心理」「PRISM+心身」とした。PubMedとWeb of 

Scienceの検索ワードは、大江ら（2021）を参考に「"prism" AND "illness" AND "self"」とした。 

検索の範囲はタイトルとアブストラクトとし、対象文献の種類は日本語と英語の論文に限定し、抄録・会議

録は除いた。検索結果から、当該のPRISMとは関係のない略語や英単語としてPRISMが用いられている論

文や重複を除き、74 件の論文が抽出された。また、検索では抽出できなかった、先行レビュー論文（Sensky 

& Büchi, 2016；大江ら, 2021）に引用されている論文 4件を加えた。 

まず、この 78件の論文においてPRISMがどのように用いられているのかについて調査し、PRISMの変法

ごとに、それぞれのアセスメントの対象と、固有の特徴についてまとめた。 

   

表 1  PRISM文献リスト 
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次に、この 78 件の論文を対象に臨床的有用性について言及された記述を探した結果、25 件の論文におい

て記述が認められた（表 1）。レビュー対象から抜き出した臨床的有用性に関する記述を、香月（2009）による

「臨床場面における描画の有効性」のカテゴリ分類や定義を参考に、描画と共通する有用性やPRISM独自の

有用性という観点から分類した。 

 

Ⅲ. 結果と考察 

1.PRISMとその変法について 

1）PRISM  

英語論文としての初出は、Büchi et al.（1998）である。現在の標準的な使用法は、問題と目的で記したよう

な、A4 サイズの白い金属製のボードや紙に、右下の隅に直径 7 cm の黄色い円盤が固定されたものが提示さ

れ、その上に 5 cmの赤い円盤を置いてもらう方法である（Sensky & Büchi, 2016）。ただし、PRISM開発当

初は「生活」を表すのはA4サイズの白い紙、「自己」の黄色い円盤が直径 6 cm、「病気」の赤い円盤が直径 4 

cmであったり（Büchi et al., 1998）、ボードと黄色い円盤は現在と同じであるが、「病気」を示す赤い円盤が

4 cmであったり（Büchi & Sensky, 1998）２）するなど、円盤は開発の過程でさまざまな大きさが使用されて

いた。 

標準的なPRISMの教示は以下の通りである（Büchi & Sensky（1999）を筆者らが和訳）。 

「あなたの病気（illness）［病名を挙げる］が、現在のあなたの生活にどのような影響を及ぼしてい

るのか、よりよく理解したいと思っています。 

このボードが、今のあなたの生活を表していると想像してください。右下の黄色い円盤は、「自分」

を表し、この赤い円盤はあなたの病気を表しています。あなたの病気（赤い円盤）を、今の生活のど

こに置きますか？［赤い円盤を患者に手渡す］」 

この教示の理解が難しい場合は、次の説明をする。 

「これは、あなたの生活における病気の位置を示す少し変わった方法かもしれないので、別の例を

挙げてみます。 

青い円盤は、あなたの職業や仕事を表しています。人によっては、仕事は自分の生活にとって不

可欠なものであり、自分自身に対する見方を大きく左右します。そのような人は、「仕事」の円盤を

「自分」の円盤の上に置くでしょう［これを実演する］。他の人にとっては、仕事はそれほど重要で

はありません。例えば、ただお金を稼ぐためだけに働くかもしれません。そのような人は、「仕事」

の円盤を「自分」の円盤からかなり離れたところに置くでしょう［実演する］。 

あなたの病気（赤い円盤）を、今の生活のどこに置きますか？［赤い円盤を患者に手渡す］」 

 

2）PRISMの修正版 

PRISMは、その修正版が作成されている（PRISM-R1, PRISM-R2）。PRISM-R1（PRISM-R）の初出は、

Reimus et al.（2007）である。通常のPRISMとの大きな違いは、A4の紙の右下に固定されている黄色い円

盤のサイズが 52 mmであること、健康上の問題を表す赤い円盤（シール）を、異なる 3つのサイズ（直径 35 
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mm、52 mm、65 mm）から自分の病気観に最もよく合うものを 1つ選ぶという操作が加わっていることであ

る。そのため、SISだけでなく、円盤の大きさを表す IPM（Illness Perception Measure）という変数が加わ

ったという特徴が見られる。PRISM-R1 では、SIS は苦しみを表し、IPM は主観的な病気の重症度を表すと

されている。 

PRISM-R2の初出は、Wouters et al.（2008）である。通常のPRISMとの大きな違いは、PRISM-R1のよ

うに円盤を 3 つのサイズから選ぶことに加え、生活を表す紙が直径 186 mm の大きな円となっていること、

そして自分の人生の中心を「自己」と一致させるため、自己の円盤を中央に配置することである。生活を表す

用紙の中心に「自己」があることにより、課題に対する患者の混乱が少なくなる可能性が示唆されている。 

しかし、Sensky & Büchi（2016）はPRISM-R1やR2を用いた研究では、原法のPRISMと異なり、PRISM

のアセスメント対象と関連する質問紙尺度得点と、SIS間に有意な相関はほとんど報告されておらず、PRISM

が視覚的な心の表現（visual metaphor）として機能する場合、PRISMの手順を複雑にすると、その有効性が

損なわれる可能性があることを指摘している。  

 

3）PRISM+（extended PRISM） 

PRISM+は、Büchi & Sensky（1999）が英語論文としての初出であり、従来の「病気」の円盤に加え、家

族、仕事、趣味、友人などさまざまな色の円盤を追加したものである。PRISM+は、「病気をその生物心理社会

的な文脈の中に『マッピング』することを可能に」し、「患者によりよい理解とよりよい自己管理の機会を提

供」するものとされている（Büchi & Senskyz, 1999）。 

また、富岡（2003）では、「理想の状態」のPRISM+作成により、病気の側面以外を意識し、自発的に目標

を語ることにつながった事例が紹介されており、「病気」以外の円盤の配置により、患者の視点が広がること

が示唆される。 

PRISM+を用いて対人関係のあり方や質を測る試みもなされている。例として、Tomioka（2021）のPRISM-

KV（Kyudai Version）が挙げられる。この方法では、通常の PRISM の実施後に、患者にとって重要な他者

やもの、出来事について 12色の 5 cmの円盤から選んで配置することを求め、最後に、現在の医療を表す色付

きの円盤を 1つ選択し、置くように教示する。SISに加え、自己と重要な他者の円盤間の距離（Self/Significant 

others Separation；SSoS）と、自己と医療を表す円盤間の距離（Self/Medical care Separation；SMcS）によ

り、重要な他者や医療ケアスタッフへの印象を把握することが可能だとされている。 

  

4）デバイス上で行う PRISM 

PRISM を紙やボードではなく、タブレット等の電子デバイス上で行う試みも報告されている３）。初出論文

である Peter et al.（2016）では、原法の PRISMと同じ手順かつ円盤が同じサイズになるよう画面表示し実

施しているものの、その後の研究ではさまざまなサイズや使用法で用いられており、例えばBodas et al.（2022）

では、「感染症（水色）」、「社会の崩壊（緑）」など複数の脅威を表す円盤が用いられている。また、アプリ上で

は円盤に文字や写真でラベルを貼ることができるなど、従来のPRISMよりも自由度が高いものとなっている。 

 

5）自己記入式・描画式の PRISM 
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円盤を使用する代わりに、＋印や円を患者に描いてもらう手法もある。 

Rumpf, H. J., et al.（2004）によるmodified-PRISMでは、教示文を読んだ上で円盤の代わりに＋印を記載

する形式になっている。この方法では、PRISM が質問紙の一部として使用できるように、教示文を読んで回

答者が自ら記入する形式が取られているため、実施が容易であるという特徴がある。なお、Rumpf et al.（2004）

では、生活を表す用紙は一辺の長さが6 cmの正方形、自己を表す円は直径1 cmと変更されているが、modified-

PRISMの形式を使用した論文（例えば、Büchi et al., 2007など）では、生活を表す用紙や自己を表す円の大

きさは変更されており、必ずしも正方形の用紙が使用されるわけではない。 

Sándor et al.（2020）によるPRISM-Dでは、右下隅に直径 7 cmの黄色い円が印刷されたA4サイズの用

紙に、円盤を置く代わりに赤いサインペンで「病気」を描くように教示がなされる。そしてその後、さまざま

な色（黄色、オレンジ、ピンク、紫、青、緑、茶色、黒）のサインペンを使用して、生活の中で重要な要素を

表す別の円を追加して描くことが求められる。SISだけでなく、PRISM+と同様に重要な要素間の距離を求め

たり、PRISM-R1と同様に描いた円の大きさから IPMを求めたりすることができる。また、円を描画するた

め、迅速かつ低コストで実施でき、円盤のサイズと位置を患者自身が変更することで、病気と個人のリソース

をより思い通りに表現できることが特徴である。 

 

6）その他の変法 

Marinello et al.（2016）は、慢性疾患患者（アトピー性皮膚炎）の親を対象にしたCaregiver-PRISMを提

示した。ボードは親自身の生活、黄色い円盤は親自身の自己を表し、通常の PRISMと同様であるが、直径 5 

cmの赤い円盤は「子どもの皮膚病」を表すという違いがある。黄色の円盤と赤い円盤の中心間の距離は、SICS

（Self/Illness of the Child Separation）とされ、親が経験する苦痛のレベルを評価するための指標となってい

る。このように、自己の病気の苦しみだけでなく、周囲の人（Caregiver）の苦しみを測定する方法も開発され

ている。 

さらにPRISMもしくはPRISM+の形式を採用し、病気以外の事象と自己との関係について捉えようとする

技法も作成されている。例えば、Harbauer et al.（2013）は、「病気」の円盤の代わりに「自殺傾向（suicidality）」

を表す黒い円盤を使用し、自殺傾向をアセスメントするPRISM-Sという方法を提示している。また、Schmalz 

et al.（2022）は、教育における実技や理論的知識についての学習の進捗を評価するためにPRISMを応用し、

「病気」の円盤の代わりに教科やスキル等の”Object”を用いて、自己（”Subject”）の円盤との距離を用いた。

その結果PRISMは、0〜10といった数値による評定よりも、自身の学習についての自己評価を容易にし、自

身のスキルについての批判的な内省を促進することが指摘されている。 

 

2.臨床的有用性について 

各論文に記載された有用性を抜き出し分類した結果、描画と共通する有用性 9 個、PRISM 独自の有用性 3

個の、計 12個のカテゴリにまとめられた。 

1）描画と共通した PRISMの臨床的有用性 

香月（2009）の「臨床場面における描画の有効性」の分類と定義を参照し、PRISMの臨床的有用性を分
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類した結果、描画と共通したPRISMの臨床的有用性は以下の 9個にまとめられた（表 2）。 

 

① 情動体験を促す 

PRISMの作成時の語りにより感情を自由に表現する機会を作る（Töndury et al., 2011）ことや、PRISM自

体がコミュニケーションツールとなり、患者の情報や感情を引き出すことにつながる（Osthoff, AKR.,2022）

など、PRISMにより病気等をめぐる情緒について語る機会が増える。 

② 主体性の回復／自律性を養う 

疾患の経験の肯定的な側面に患者が焦点を当てるようになり、適応的な対処能力、精神的健康、治療への順

応性が得られる（Nowicka-Sauer et al., 2017）ことや、PRISM実施者と患者間のディスカッションによって

治療への関与を促し、行動変容の基盤を提供する（Brady et al., 2019）など、自らの問題や人生を振り返るこ

とを通して治療に対する主体性や自律性が増す。 

③ 問題の対象化／外在化 

患者が病気を別の「もの」として捉え、その人やその人の人生を覆い隠さないようにする助けとなること

（Wang et al., 2018）や、自分の内面的な痛みを外在化し、病気との関係を振り返るのに役立つ（Gao et al., 

2022）など、PRISMが視覚的なツールであることにより、問題や人生における大事な側面について対象化や

外在化することができる。 

④ 備忘録・経過観察として活用 

PRISMは用紙として残すことが可能なため、継時的変化を測定でき（Büchi & Sensky ,1999）、過去におけ

る生活の様子と比較することができる。 
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⑤ 言語化の促進 

PRISM作成時に円盤間の関係性を考える必要があるため、PRISM作成時点で思考が整理され（富岡, 2003）、

現在の生活をめぐる状況について言語化するきっかけとなる。 

⑥ 言語表現力の不足を補う／言語化の迂回 

非言語的な課題であることで言葉での表現が難しい感情を表現できる（Büchi & Sensky ,1999）ことや、直

接悲しみや苦しみについて患者が言語的に表現しなくても、重要な情報を得ることができる（Büchi et al., 

2007）ことなど、PRISMを通して自分のことについて言語化せずとも視覚的に伝えることができる。 

⑦ 関係性の構築／患者治療者間の緊張を和らげる 

PRISMを間に挟むことで緊張が和らぎ話しやすくなる（富岡, 2003）、治療者とのコミュニケーションを強

化し、重要な情報を得ることで治療プロセスを補強・改善できる（Niedermann et al., 2012）など、治療者に

対する緊張を和らげ、信頼関係を構築するためのツールとなりうる。 

⑧ 短時間での施行 

10分以内に実施できる（山田, 2012）など、患者の時間的負担が少なく実施できる。 

⑨ 直接的でインパクトのある情報伝達の手段／患者について周囲の共通理解を促す 

医師・看護師・心理士などの医療スタッフが、患者の状態を直感的に把握できる（Tomioka et al., 2021）。

そのため、医療専門職だけでなく患者の関係者との間でもPRISMを通して共通理解が可能となる。 

 

2）PRISMに特徴的な臨床的有用性 

香月（2009）の分類と比較して、PRISMに特徴的だと考えられる有用性は、以下の 3点であった（表 3）。 

 

① 関係性の数量化・評価 

 病気に対する懸念の度合い（Büchi et al., 2002）や治療効果（Lima-Verde et al., 2013）の数量化ができる

ことや、（依存症の苦しみと PTSDによる苦しみなど）異なる構成概念間でも苦痛のレベルの比較が可能であ

り、臨床心理面接で扱うテーマの優先度の評価ができること（Kok et al., 2017）が挙げられている。このよう

に病気に限らず、生活において重要なものと自己との関係性を数量化・評価するツールや、臨床心理面接にお

ける臨床的介入の効果を評価するツールとして使用ができる。 

② リソースやニーズの把握 

今後の変化について予想し、未来について話すことを可能にする（Büchi & Sensky ,1999）ことや、症状が

コントロールされていて治療者からは問題がないように見える患者であっても、生活の多くの側面におけるニ



 Pictorial Representation of Illness and Self Measure（PRISM）の臨床的有用性に関する文献展望 

 ——PRISM 変法の検討および描画法との比較を通して—— 41 

 

ーズを明らかにできる（Niedermann, 2011）ことが指摘されている。このように、疾病や症状以外の、対人関

係も含めた生活の多くの側面におけるリソースやニーズを明らかにすることが可能となり、理想の状態や未来

について患者が自発的に語ることにもつながりうる。 

③ 重要な価値観の図示・アセスメント 

病気やその他の重要な側面と、自己との関係性を図で表現できる（Büchi et al., 2002）ことや、症状の経過

とは別に患者の病気に対する認識や、苦痛に悪影響を与える要因を明らかにし、対処できるようにする

（Töndury et al., 2011）ことなどが指摘されている。治療者は、治療のため症状の変化に着目する場合がある

が、症状だけでなく患者の懸念や価値観が病気による苦痛に影響を与えることがあり、PRISM によって治療

者が想定していなかった患者の価値観を明らかにすることができる。 

 

3.まとめと今後の課題 

 PRISM は、身体疾患といった病気をはじめとして、精神症状や人間関係、教育の評価など、幅広いテーマ

に応用が可能なツールであり、円盤や紙を用意できない場合でも、描画として使用したりタブレット等のデバ

イスのアプリで実施したりするなど、各臨床現場に合わせて実施できる。また、PRISM は描画と同様に患者

が心の内を外在化・対象化することを可能にし、人生における体験の言語化や情動体験を促すコミュニケーシ

ョンツール、あるいは言葉で表せないことを表現するツールとなりうる。 

PRISM に特徴的な有用性は、苦痛だけでなく、ニーズやリソースを含めた患者の生活における様々な「関

係性」を直接的にアセスメントし、生活や人生について整理できる点であると考えられる。そして、現在の生

活の状況だけでなく、富岡（2003）の事例のように「理想の状態」について尋ねることも可能である。そのた

め、例えばソリューション・フォーカスト・アプローチにおける「ミラクルクエスチョン」（De Jong & Berg, 

2012など）や「タイムマシン・クエスチョン」（黒沢, 2008）と同時に使用し、現在の問題が解決した際の自

分の生活の状況や、その時の対人関係などについて想像する際に、視覚的な補助として活用する方法も考えら

れる。 

PRISMの事例を詳細に提示した論文は、Büchi ＆ Sensky（1999）、富岡ら（2003）、Töndury et al.（2011）、

Nowicka-Sauer et al.（2017）の 4つしか見当たらず、十分とは言えない。患者の苦しみに合わせて柔軟に使

用できることがPRISMの長所であり、先行研究が示すように臨床現場によって様々な使用法が想定できるた

め、より効果的にPRISMを用いるためにも、今後数量的な調査のみならず事例研究を重ねて検討してゆく必

要がある。 

 また、本研究においては PRISM との比較のため、類似点が多く先行研究の蓄積がある描画法を用いたが、

配置するといった共通点を持つ投映法として、「図式的投影法」（水島, 1986）などが挙げられる。さらにこう

した他の投映法と比較することを通じて、PRISM の臨床的有用性や独自性について考察を深める必要がある

であろう。 

 

注） 

1）”Illness”の訳語として、「疾患」や「病い」も先行研究で用いられているが、本研究では「病気」で統一する。また、心理臨床の領域では、来談
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者や相談者は通常「クライエント」が使用されるが、本論文では先行研究の表記に合わせて、「患者」で統一する。 

2）Büchi & Sensky（1998）は、ドイツ語論文である。 

3）PRISMを紹介するホームページ（www.prismium.ch）の［What is PRISM?］タブ内の［One app］から詳しい情報を見ることができる。（2024

年 10月 25日確認） 

 

付  記 

本研究は、2024年に日本ロールシャッハ学会第 28回大会でポスター発表した内容を、大幅に加筆・修正したものです。コメントをいただいた

先生方に感謝申し上げます。 
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